






※試験方法
試料に内径35mm、高さ60mmの塩ビパイプを縦に
設置し、シーリングして水漏れを防ぎ、供試体とした。

供試体の塩ビパイプ上部から50gの水を注入した。

注入10分後、塩ビパイプ内に残った水をスポイドで抜
き、その水量を透水量とした。
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